
■https://www.city.nanao.lg.jp/ 検 索七尾市議会

議 会
だより

七尾市 80
2025年2月

号号

　小丸山市営住宅である。奥に小丸山小学校体育館が見える。今後、
この市営住宅は解体され災害公営住宅が建設される予定だ。災害公営
住宅については、他の地域でも追加整備することが検討されている。
議会としても、応急仮設住宅等に住んでいる方々の今後の生活安定の
ために、災害公営住宅に関する質問・訴え・提案等を行い、被災者に
寄り添った整備を求めたところである。

（関連質問：山添和良議員、原田一則議員、髙橋正浩議員、瀨戸三代議員、
山花剛議員、西川英伸議員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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2議会だより

12 月
会　議
の概要

　令和６年度七尾市議会定例会12月会議は、12月3日（火）から12月19日（木）までの17日間　令和６年度七尾市議会定例会12月会議は、12月3日（火）から12月19日（木）までの17日間
の会期で行われました。の会期で行われました。
　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、12月12日に追加議案13件含め、議案26件、報告1件が市長より提出さ　議案等については、12月12日に追加議案13件含め、議案26件、報告1件が市長より提出さ
れ、審査の結果、すべての議案は可決されました。（報告1件は議決不要）れ、審査の結果、すべての議案は可決されました。（報告1件は議決不要）
　最終日の12月19日には、追加議案２件、同意案2件、意見書提出による議会議案1件が提出　最終日の12月19日には、追加議案２件、同意案2件、意見書提出による議会議案1件が提出
され、すべて可決および同意されました。され、すべて可決および同意されました。

主な事業の内容主な事業の内容

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第８号）　　　129億3,635万7千円

①被災者等支援事業

【議案第54号】

災害公営住宅建設事業費･･･････････････････5,722千円
災害公営住宅の建設に向けた市営小丸山住宅の解体（実施設
計、アスベスト調査）

地域コミュニティ施設等再建支援事業費････45,100千円
地域コミュニティ施設等の再建に対する補助金の増額（市独
自の上乗せ）

被災者住宅支援事業費･･･････････････････76,695千円
応急仮設住宅団地内の駐輪場、駐車場のアスファルト舗装工事

経営体育成促進事業費･･････････････････450,000千円
被災した農業用機械や施設の修理、再整備に対する補助金

和倉温泉温泉配湯管復旧支援事業費･･･････14,685千円
被災した和倉温泉の共同温泉配湯管の仮復旧工事に対する補
助金

②災害復旧事業

現年発生河川等災害応急対策費･･････････130,800千円
　　道路補修（段差・陥没等）

現年発生河川等災害復旧事業費･･････････162,692千円
　　道路の災害復旧工事（市道矢田郷84号線ほか）

現年発生漁港等災害復旧事業費･･････････176,539千円
漁港等の災害復旧に係る実施設計、測量業務委託（鵜浦漁港、
中島漁港ほか）

現年発生港湾等災害復旧事業費･･････････103,652千円
港湾等の災害復旧に係る実施設計業務委託、国直轄事業負担
金等（和倉港ほか）

現年発生農業災害復旧事業費････････････190,000千円
農地、農業用施設の災害復旧工事、移転補償金（中能登農道
橋ほか）

現年発生コミュニティプラント災害復旧事業費･･･515,289千円
コミュニティプラントの災害復旧工事、移転補償金（八田・
中挟処理区処理場ほか）

現年発生公立学校施設災害復旧事業費････352,109千円
小中学校の災害復旧工事
　【債務負担行為】小中学校の災害復旧工事
　　　　　　　　　550,973千円（期間：Ｒ７）
　【債務負担行為】田鶴浜小学校校舎解体工事
　　　　　　　　　526,474千円（期間：Ｒ７） 

③その他

災害廃棄物処理費････････････････････6,322,000千円
　　 公費解体の業務委託・仮置場の運営、自費解体償還金ほか

和倉港整備事業費････････････････････2,910,000千円
市に帰属される和倉港の民有護岸整備工事

総務事務管理費 ･･･････････････････････213,060千円
　　中長期派遣職員の受入に係る人件費負担金

職員人件費 ･･･････････････････････････242,245千円
　　時間外手当や退職手当の増額

議案第５４号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第８号）、議案第６７号　令和６年度七尾議案第５４号　令和６年度七尾市一般会計補正予算（第８号）、議案第６７号　令和６年度七尾
市一般会計補正予算（第９号）市一般会計補正予算（第９号）　総額１３０億８,２４１万８千円を可決！総額１３０億８,２４１万８千円を可決！
　今回の補正では、被災者等への支援として、災害公営住宅の建設に向けた実施設計等に係る事業費の　今回の補正では、被災者等への支援として、災害公営住宅の建設に向けた実施設計等に係る事業費の
計上、地域コミュニティ施設等の再建に対する補助金の増額、応急仮設住宅団地の駐輪場・駐車場の整計上、地域コミュニティ施設等の再建に対する補助金の増額、応急仮設住宅団地の駐輪場・駐車場の整
備費、さらに被災した農業者に対して農業用機械や施設の修理・再整備の補助事業費および被災した和備費、さらに被災した農業者に対して農業用機械や施設の修理・再整備の補助事業費および被災した和
倉温泉の共同温泉配湯管の仮復旧工事に対する補助事業費を計上するもの。倉温泉の共同温泉配湯管の仮復旧工事に対する補助事業費を計上するもの。
　また、災害復旧として、道路や港湾、農業・教育・観光施設などに係る復旧事業費の所要額を計上する　また、災害復旧として、道路や港湾、農業・教育・観光施設などに係る復旧事業費の所要額を計上する
もの。もの。



3 議会だより

◆◆委委　員員　長／木下 美也子　　長／木下 美也子　　◆◆副委員長／髙橋 正浩副委員長／髙橋 正浩
◆◆委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり　　長／江曽ゆかり　　◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、
　　　　　　中西庸介　　　　　　中西庸介

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

【議案第54号】
令和６年度七尾市一般会計補正予算（第８号）
◆退職手当の増額補正について

問今年度で何人辞めるのか。中途で辞める人数は。休職中の人数は。
答退職は当初８名を見込んでいたが２１名の予定。　　　　　　　　
休職の職員が3名、病気休暇の職員が4名。
問退職者が見込みに対し多すぎると感じるがその理由は。
答市長の任期満了による退職のほかに、定年前退職（自己都合）が１１

【議案第54号】
令和6年度七尾市一般会計補正予算（第8号）
◆公立学校施設災害復旧事業費について

問市内小中学校の復旧について、現時点での目途を伺う。
答田鶴浜小学校については、新しく校舎を建て直す期間として２年以
上かかる見込みであり、令和8年度末を完成の目標としている。　　
また、七尾東部中学校については、被害が甚大であるため、10か月

【議案第54号】
令和６年度七尾市一般会計補正予算（第8号）
◆経営体育成促進事業費について

問農業用機械再取得支援事業では申請から交付決定までに5か月ほ
どの時間を要していることについて伺う。
答この事業は、一般的な補助事業と異なり、国・県でとりまとめの上、審
査を行い、県から市へ交付決定後、申請者に市が改めて交付決定を
行うといった手続きの流れであることから時間を要している。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

名に、60歳以上の退職が7名から９名に増えた。
問職員数の適正化に対し、退職人数は想定を超えているのか。
答今までと傾向が変わってきており注視していかなければならない。
問他の職場に就職など職員個々の事情もあるが、職員数の適正化計
画の見直しは必要なのでは。

答退職者の実績を踏まえた見込みなどにより採用人数も検討してい
る。計画数値の見直しなどは必要で、退職者の動向を注視してい
く。

の工期を見込んでおり、令和7年度中の完了を見込んでいる。　　
なお、それ以外の小中学校については、令和7年度上半期までに復
旧の完了を予定している。
問この様な事を保護者に対して周知徹底するべきと思うが、考えを伺
う。
答今後、各校の工事請負契約を締結した段階で、各学校への周知及び
ＨＰ等で周知できればと考えている。

問交付決定の通知がないと自己負担分の借り入れができず、資金繰り
に苦慮している。離農へとつながる恐れがあるが、対応について伺
う。
答融資について確認したところ、ＪＡの系統金融機関において、令和6
年能登半島地震で被災した農業用機械等の再取得に係る費用につ
いては、経費相当分の全額を、実質無利子で融資を行っているとの
ことであり、相談していただきたい。また、手続きには事業の申請を
していることの証明が必要なため、交付決定通知がない場合、市へ
申し出ていただきたい。

【12月会議】
委員会付託　・議案９件
分科会分担　・議案４件

【12月会議】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・議案９件

【12月会議】
委員会付託　・議案２件
分科会分担　・議案６件

12月会議

12月会議

12月会議
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■
子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て

小
丸
山
小
学
校
の
児
童
の
提
言
に
応
え
て
！

小
丸
山
小
学
校
の
議
会
見
学
の
際
、
あ
る
児
童
か
ら
「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
長
岡
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
花
火
を
能
登
で
も
上
げ
た
い
と
い
う
思
い

で
新
潟
県
長
岡
市
立
豊
田
小
学
校
と
の
交
流
授
業
が
始
ま
っ
た
こ
と
」「
金
沢
へ

旅
行
に
行
っ
た
際
、
近
江
町
市
場
で
募
金
活
動
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
」
な
ど
の
報

告
と
と
も
に「
僕
た
ち
小
学
生
も
復
興
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
市
長
は
、
日
頃
か
ら
「
復
旧
・
復
興
は
行
政
だ
け
で
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。

市
民
と
の
協
力
・
協
働
が
大
切
だ
。」
と
い
っ
た
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
小
丸
山
小
学
校
６
年
生
の
思
い
に
寄
り
添
い
「
子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
い
う
視
点
で
市
長
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。
い
か
が
か
。

将
来
の
七
尾
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
思
い
と
い
う
の
は
非
常
に
大
切
で

あ
り
、
こ
の
純
粋
な
意
見
を
今
後
の
復
興
に
役
に
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
復
興
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
七
尾
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
愛
し
、
七
尾
の
未

来
を
、
そ
し
て
能
登
の
未
来
を
牽
引
す
る
姿
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
や
は
り
地
域
の
元
気
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
復
興
に
向
け
て
の
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
少
し
で
も
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
旧
七
尾
農
業
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

旧
七
尾
農
業
高
等
学
校
跡
地
を
震
災
復
興
事
業
に

活
用
し
て
は
い
か
が
か
！

県
・
市
・
旧
所
有
者
で
考
え
を
出
し
合
い
、
土
地
を
有
効
活
用
す
る
方
策

を
協
議
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
徳
田
駅
に
近
く
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
平
坦
な
土
地
は
、
農
場
や
住
宅
地
と
し
て
も
最
適
な
環
境

で
あ
り
、
県
立
の
農
業
短
大
や
新
規
就
農
者
の
研
修
農
場
、
花
や
野
菜
の
栽
培
の

研
修
農
園
、
賃
貸
農
園
、
演
習
林
を
ト
キ
放
鳥
の
際
の
飼
育
園
に
す
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
活
用
が
で
き
る
。
能
登
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
公
営
復
興
住
宅
を
建

設
し
、
能
登
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
も
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

県
に
お
い
て
も
、
市
と
し
て
活
用
方
法
が
あ
れ
ば
相
談
に
乗
る
可
能
性
は

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
震
災
復
興
に
当
た
り
、
徳
田
議
員
の
思
い
も
受
け
、

現
在
、
農
業
経
験
の
あ
る
被
災
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
高
齢
者
住
宅
や
、
大
学
等

の
農
業
系
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
東
雲
高
校
の
教
室
を
利
用
で
き
な

い
か
な
ど
、
様
々
な
提
案
が
届
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
現
実
的
に
で
き
る
か
ど
う

か
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ご
承
知
の
と
お
り
地
権
者
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
地
元
の
方
の
協
力
も
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
話
が
進
展
し
て
い

く
際
に
は
、
各
関
係
者
の
意
向
を
聞
く
た
め
の
協
議
の
場
も
設
け
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

Q&   A議員の 市の令和６年度定例会12月会議

山添 和良 議員
（市民クラブ）

徳田 正則 議員
（新政会）
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■
和
倉
温
泉
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
状
況
に
つ
い
て

和
倉
の
復
活
な
く
し
て
能
登
の
復
興
は
な
い
！

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
和
倉
温
泉
の
護
岸
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

お
り
、
海
沿
い
に
立
つ
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
再
建
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い

る
。
一
刻
も
早
い
復
旧
が
待
た
れ
る
が
、
現
状
と
今
後
の
復
旧
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

和
倉
温
泉
の
護
岸
復
旧
に
つ
い
て
は
、
和
倉
温
泉
護
岸
復
旧
会
議
で
護
岸

復
旧
の
方
針
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
七
尾
市
管
理
護
岸
に
つ
い
て
は
、

国
の
代
行
で
災
害
復
旧
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
年
内
の
現
地
着
手
に
向
け
て

工
事
受
注
者
と
協
議
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

民
有
護
岸
に
つ
い
て
は
、
各
旅
館
が
七
尾
市
に
護
岸
を
寄
附
し
て
、
七
尾
市
所

有
護
岸
と
す
る
こ
と
で
国
の
補
助
事
業
を
受
け
て
護
岸
の
整
備
工
事
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
現
在
、
国
に
事
業
の
採
択
を
要
求
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
復
旧

工
事
の
完
了
時
期
は
、
国
の
工
事
着
手
後
、
約
２
年
程
度
を
目
指
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
和
倉
港
湾
区
域
外
の
民
有
護
岸
に
つ
い
て
は
、
七
尾
市
と
同
様
な
手
続

に
よ
り
、
石
川
県
所
有
護
岸
と
し
た
上
で
護
岸
の
整
備
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
度
中
に
ま
ず
背
後
に
旅
館
の
あ
る
区
間
な
ど
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル

の
護
岸
工
事
に
着
手
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

■
仮
設
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て

入
居
者
が
安
心
で
き
る
環
境
整
備
を
！

今
年
の
降
雪
量
は
平
年
並
み
か
平
年
よ
り
多
い
見
込
み
の
予
報
で
あ
る
が
、

仮
設
住
宅
の
敷
地
内
に
お
け
る
除
雪
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
も
防
犯
灯
の
設
置
が
急

務
で
あ
る
と
思
う
が
、
対
応
を
伺
う
。

仮
設
住
宅
敷
地
内
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
道
路
除
雪
業
務
委
託
者
と
委
託

契
約
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
被
災
し
た
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
被
災

地
の
仕
事
を
請
け
負
う
能
登
復
興
推
進
隊
に
も
除
雪
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

　

除
雪
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
道
路
除
雪
の
日
と
同
日
に
、
基
本
的
に
共
用

部
分
の
舗
装
に
つ
い
て
は
道
路
除
雪
業
者
が
実
施
し
、
そ
の
ほ
か
の
場
所
に
つ
い

て
は
能
登
復
興
推
進
隊
が
除
雪
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
生
活
環
境
確
保
の
観
点
か
ら

も
、
外
灯
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　

石
川
県
が
９
月
に
、
仮
設
住
宅
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
を
対
象
に
外
灯
設
置

の
追
加
要
望
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
設
置
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

今
月
か
ら
、
要
望
の
あ
っ
た
小
島
町
第
１
団
地
、
万
行
第
１
、
第
２
団
地
の
駐
車

場
か
ら
石
川
県
が
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
県
の
策
定
し

た
外
灯
の
設
置
基
準
に
合
う
と
こ
ろ
に
も
順
次
設
置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

中西 庸介 議員
（新政会）

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。 令和６年度定例会12月会議

原田 一則 議員
（灘会）
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Q&   A議員の 市の

■
雇
用
調
整
助
成
金
の
延
長
に
つ
い
て

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
延
長
を
受
け
て

市
の
取
組
は
？

元
の
事
業
所
に
在
籍
し
な
が
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
よ
う
な
形
で
出
向
い
た

先
で
働
き
な
が
ら
賃
金
を
得
つ
つ
、
足
り
な
い
分
だ
け
雇
用
調
整
助
成
金

で
補
う
と
い
う
仕
組
み
に
お
い
て
、
七
尾
市
役
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
対
象
と
な
り
得
る
の
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
受
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　

市
内
の
人
手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
も
含
め
、
出
向
先
の
確
保
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
支
援
を
行
う
予
定
が
あ
る
か
。

現
行
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
制
度
は
、
七
尾
市
役
所
の
よ
う
な
公
的
機
関

へ
の
在
籍
型
出
向
を
実
施
す
る
際
に
も
助
成
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
は
、
能
登
地
域
の
雇
用
対
策
と
し
て
、
財
政
型

出
向
の
出
向
元
と
出
向
先
の
企
業
に
対
し
、
従
業
員
の
賃
金
を
助
成
す
る
産
業
雇

用
安
定
助
成
金
が
新
た
に
創
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

確
認
で
き
た
状
況
で
は
、
出
向
先
で
公
務
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
っ
て
お
り
、
会
計
年
度
職
員
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
形
で
受
入
れ
が

可
能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

雇
用
調
整
助
成
金
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
で
は
、
市
内
の
事
業
者
の
出
向
元
や

出
向
先
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
在
籍
型
出
向
を
希
望
す
る
事
務
所
、
従
業
員
に
対

し
情
報
の
提
供
を
行
う
な
ど
し
な
が
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
復
興
の
た
め
の
新
た
な
事
業
の
創
出
や
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
対
す
る

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
新
た
な
雇
用
に
向
け
た
取
組
を
経
済
界
と
と
も
に
考
え
て
い

き
た
い
。

■
七
尾
市
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
で
懸
念
と
な
っ
て
い
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

市
職
員
が
通
常
業
務
を
す
る
中
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
業
務

を
専
門
と
す
る
新
た
な
室
の
設
置
の
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
時
間
外
勤
務
の

原
因
や
そ
の
縮
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
伺
う
。
人
員
確
保
の
観
点
か
ら
令
和

７
年
度
の
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て
、
高
校
卒
業
程
度
の
採
用
枠
を
設
け
て
は
い

か
が
か
。廃

棄
物
処
理
担
当
で
あ
る
環
境
課
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
部
署
で
災
害
関

連
業
務
と
通
常
業
務
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

災
害
関
連
業
務
を
切
り
分
け
る
こ
と
が
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
現
在

検
討
中
で
あ
る
。
業
務
量
の
変
化
を
見
な
が
ら
次
年
度
に
向
け
体
制
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
時
間
外
勤
務
に
お
い
て
は
管
理
職
が
職
員
の
出
退
勤
の
状
況
や
届
出

が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
目
配
り
、
気
配
り
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と

で
、そ
の
原
因
を
確
認
す
る
な
ど
、ま
ず
は
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
応
募
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特

に
建
築
技
師
は
採
用
者
が
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
令
和
７
年
度
は
、
高
校
卒

業
程
度
の
採
用
枠
を
設
け
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
、
必
要
な
職
員
数
の
確
保
に

努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

髙橋 正浩 議員
（無会派）

ワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランス

令和６年度定例会12月会議
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
戦
略
的
復
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

市
民
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
プ
ラ
ン
の
実
現
を
！

公
費
解
体
が
少
し
ず
つ
進
み
、
更
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
が
至
る
と
こ
ろ

で
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
自
宅
の
建
替
え
を
す
る
場
合
、

昨
今
の
建
築
費
高
騰
に
よ
り
、
再
建
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
戦
略
的
復
興
プ
ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
は
、
被
災
者
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
生
活
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
七

尾
市
独
自
の
住
宅
支
援
策
の
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。
ま
た
、
地
区
が
考
え
る
復
興

プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
み
、
実
現
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な
復
興
を
目
的
に
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間

終
了
後
の
再
利
用
や
、
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
生
活
再
建
の
た
め
、

住
宅
取
得
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

御
祓
地
区
と
和
倉
地
区
に
つ
い
て
は
地
区
独
自
の
復
興
プ
ラ
ン
を
今
年
度
内
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
２
地
区
の
策
定
会
議
は

市
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
地
区
の
思
い
も
承
知
を
し
て
い
る
。

七
尾
市
戦
略
的
復
興
プ
ラ
ン
は
、
地
区
復
興
プ
ラ
ン
の
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
業
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
備
え
な
い
防
災
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
つ
い
て

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で

防
災
意
識
の
向
上
を
！

『
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
明
る
く
楽
し
く
日
常
生
活
の
中
に

防
災
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。』
市
民
の
方
に
、
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
防
災
の
考
え
方
を
周
知
し
、
常
に
防
災
意
識
を
持
っ
て
、
生
命
ま
た
は

財
産
を
守
る
よ
う
な
形
に
す
る
た
め
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
、
防
災
意
識
を
高
め
て
は
い
か
が
か
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は
日
常
時
と
非
常
時
と
い
う
２
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
分

け
ず
に
、
日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
災
害
時
に
も
役
立
つ
の
で
は
と
い

う
視
点
を
取
り
入
れ
、
備
え
る
と
い
う
特
別
な
意
識
を
持
た
ず
に
災
害
に
備
え
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
公
園
の
ベ
ン
チ
が
災
害
時
に
は
ト
イ
レ

と
し
て
使
用
で
き
る
、
各
家
庭
で
防
災
食
を
備
蓄
し
、
期
限
の
短
く
な
っ
た
も
の

を
消
費
し
て
い
く
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に

お
け
る
家
庭
へ
の
電
源
供
給
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
は
、
ま
ず
、
そ
の
意
識
、
知
識
を
市
民
の
方
に
広
め
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
御
提
案
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
そ
う
い
っ
た
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
優
先
し
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ア

と
し
て
承
り
た
い
。

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

答

答

令和６年度定例会12月会議

瀨戸 三代 議員
（無会派）

木下 敬夫  議員
（無会派）
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Q&   A議員の 市の

■
香
り
の
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
で
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
！

広
報
活
動
に
て
被
害
の
原
因
や
対
応
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
が
進
ん
だ
と

し
て
、
個
別
の
被
害
事
例
の
把
握
と
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

他
県
の
例
で
人
工
的
香
料
（
化
学
物
質
）
に
よ
っ
て
体
調
不
良
を
起
こ
し
た
こ
と

の
質
問
に
、「
あ
る
」
が
1
．４
％
、
香
り
の
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
を
ご
存
じ
か

の
質
問
に
、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ど
ん
な
問
題
か
も
知
っ
て
い
る
」
が
10
％

弱
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
や
周
り
の
人
に

も
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
さ
え
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

市
で
は
、
化
学
物
質
過
敏
症
の
症
状
で
苦
し
ん
で
い
る
方
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
、市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
、
本
庁
市
民
ロ
ビ
ー
や
パ
ト
リ
ア
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を

行
い
、
周
知
を
図
っ
て
き
た
。
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ク
を
使
用
し
な

い
な
ど
、
化
学
物
質
過
敏
症
に
配
慮
し
た
教
科
書
の
配
付
に
関
す
る
情
報
提
供
も

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
子
供
や
保
護
者
へ
の
周
知
に
努
め
な
が
ら
、
学
校
に
お
い
て
実
態
を

把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
災
害
関
連
死
に
つ
い
て

救
わ
れ
た
命
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
対
策
を
！

本
市
で
は
災
害
関
連
死
が
30
人
以
上
認
定
さ
れ
て
お
り
、
審
査
待
ち
の
件

数
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
災
害
関
連
死
を
防

ぐ
対
策
強
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
対
策
強
化
と
し
て
は
、
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ス
、

生
活
環
境
の
激
変
に
よ
る
肉
体
的
精
神
的
負
担
、
こ
れ
ら
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
建
設
型
応
急
仮
設
住
宅
や
賃
貸
型
応
急
住
宅
、
み
な
し
仮
設
、
こ
れ
ら
を

中
心
に
被
災
者
見
守
り
、
相
談
支
援
と
し
て
、
七
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で
健
康
状
態
の
確
認
を
含
め
、
訪
問
に
よ
る
巡
回
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

在
宅
の
被
災
者
に
お
い
て
は
、
保
健
師
が
個
別
の
訪
問
活
動
や
、
地
域
で
の
教

室
の
開
催
等
に
よ
り
、
健
康
相
談
や
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
ほ
か
、
同
居
の
家
族
が
日
中
働
き
に
出
て
し
ま
い
高
齢
者
が
留
守

番
を
し
て
い
る
よ
う
な
高
齢
者
世
帯
、
こ
の
よ
う
な
要
配
慮
者
に
対
し
て
、
見
守

り
セ
ン
サ
ー
を
兼
ね
た
24
時
間
の
緊
急
対
応
に
よ
り
急
病
等
の
早
期
発
見
、
駆
け

つ
け
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
も
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

今
後
は
、
仮
設
団
地
に
建
設
を
進
め
て
い
る
集
会
所
を
活
用
し
た
サ
ロ
ン
の
開

催
や
健
康
相
談
な
ど
を
計
画
し
、
今
回
の
災
害
に
よ
り
仮
設
な
ど
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
、
少
し
で
も
心
身
へ
の
影
響
が
軽
減
で
き
る
よ
う
対
応

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

令和６年度定例会12月会議

木下 美也子 議員
（無会派）

江曽 ゆかり 議員
（無会派）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
市
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
に
つ
い
て

１
人
の
市
民
も
取
り
残
さ
な
い
復
興
を
目
指
し
て
！

今
回
の
震
災
に
よ
り
浄
化
槽
が
被
災
し
、
今
だ
復
旧
が
か
な
わ
ず
、
不
便

を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
の
市
民
の
方
々
の
お
声
を
頂
戴
し
て
い
る
。
独
自

の
支
援
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
何
ら
か
の
対
応
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　

ま
た
、
金
沢
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強

ま
る
時
期
が
あ
る
と
し
て
、
例
年
と
比
べ
て
大
雪
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
除
雪
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

七
尾
市
で
は
下
水
道
区
域
外
に
お
い
て
、
個
人
が
所
有
す
る
一
般
住
宅
の

浄
化
槽
の
被
害
に
対
し
、
高
額
と
な
る
被
災
者
へ
の
負
担
が
大
き
い
本
体

の
入
替
え
や
修
繕
に
要
す
る
費
用
の
全
額
を
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
浄

化
槽
か
ら
宅
内
ま
で
の
配
管
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
道
管

な
ど
ほ
か
の
配
管
と
同
様
に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
、
準
半
壊
で
あ
れ
ば
住

宅
応
急
修
理
制
度
、
県
と
市
か
ら
の
義
援
金
な
ど
を
活
用
し
て
対
応
願
い
た
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

　

市
内
の
道
路
状
況
に
つ
い
て
は
発
災
直
後
か
ら
、
七
尾
鹿
島
建
設
業
協
会
を
中

心
と
し
た
懸
命
な
応
急
工
事
の
実
施
に
よ
り
、
多
く
の
路
線
で
通
行
が
可
能
と

な
っ
た
。
道
路
の
崩
落
が
発
生
し
た
路
線
を
除
け
ば
、
重
機
の
走
行
が
可
能
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
能
登
地
域
に
お
け
る
復
興
を
止
め
な
い
冬
期
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪

体
制
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
、
石
川
県
、
七
尾
市
ほ
か
２
市
３
町

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
情
報
連
絡
本
部
が
令
和
６
年
11
月
21
日
に
設
立
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

■
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
人
材
育
成
に
つ
い
て

国
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
防
災
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

国
や
地
方
公
共
団
体
等
の
職
員
を
対
象
と
し
て
、
大
規
模
か
つ
広
域
な
自

然
災
害
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材
、
さ
ら
に
は
国
と
地
方
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
目
的
で
、
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
研
修

を
実
施
し
、
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
、
活
動
の
前
提
と
な
る
法
律
や
計
画
を
理
解
し
、
地

震
や
風
水
害
な
ど
様
々
な
ハ
ザ
ー
ド
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
、
防
災
の
備
え
、
警

報
、
避
難
、
応
急
対
応
、
被
災
者
支
援
、
復
旧
復
興
に
係
る
個
別
の
活
動
と
、
こ

れ
ら
の
活
動
を
総
合
調
整
す
る
た
め
に
指
導
統
制
や
対
策
立
案
、
資
源
管
理
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
知
識
と
態
度
、
技
能
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

危
機
管
理
室
の
設
置
を
検
討
す
る
と
の
事
か
ら
も
、
本
市
に
お
い
て
も
極
め
て

重
要
な
人
材
育
成
と
受
け
止
め
て
い
る
が
育
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

当
市
に
お
い
て
、
こ
の
研
修
を
受
講
し
た
有
資
格
者
は
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
、
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修
正
だ
け
で
は

な
く
、
初
動
対
応
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
そ
の
後
の
震
災
対
応
に
あ
た
る
職
員
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
資
格
取
得
に
加
え
、
東
京
大

学
が
災
害
分
野
対
応
の
専
門
家
を
育
成
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
災
害
対
策
士

も
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
内
容
を
確
認
し
た
上
で
資
格
等
の
取
得
を

検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

令和６年度定例会12月会議

和田内 和美 議員
（無会派）

永崎　陽 議員
（新政会）
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Q&   A議員の令和６年度定例会12月会議 市の

■
仮
設
住
宅
・
み
な
し
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て

安
心
し
て
住
ま
い
の
再
建
が
で
き
る
対
応
を
！

災
害
公
営
住
宅
の
戸
数
調
査
及
び
建
設
計
画
と
家
賃
、
移
動
可
能
な
ム
ー

ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
の
進
捗
状
況
に
伴
い
、
原
則
２
年
間
と
す
る
仮
設
住
宅
の
入
居
期
限
や
費
用
は

ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、『
今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
』
の
結
果
を
精
査
し
、
整
備
戸
数
と
建
設
場
所
を
確
定
す
る
。
今
会

議
に
予
算
を
上
程
し
て
い
る
小
丸
山
災
害
公
営
住
宅
は
、
令
和
８
年
５
月
の
完

成
、
翌
月
の
入
居
開
始
を
目
標
と
し
て
い
る
。
家
賃
は
、
入
居
世
帯
所
得
が
月
額

15
万
８
千
円
以
下
の
方
が
２
Ｄ
Ｋ
に
入
居
し
た
場
合
、
月
額
２
万
１
千
円
か
ら

３
万
１
千
円
、
３
Ｄ
Ｋ
の
場
合
で
月
額
２
万
４
千
円
か
ら
３
万
６
千
円
程
度
と
見

込
む
。

　

ま
た
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
２
年
後
の
取
得
価
格
を

メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
、
県
の
応
急
仮
設
住
宅
利
活
用
支
援
事
業
で
補
助
対
象
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。　

　

仮
設
住
宅
の
入
居
期
限
や
費
用
に
つ
い
て
は
、
小
丸
山
住
宅
以
外
の
建
設
計
画

を
仮
設
住
宅
入
居
３
年
後
の
令
和
９
年
９
月
を
め
ど
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過

去
の
震
災
の
事
例
を
み
て
も
、
仮
設
住
宅
入
居
期
間
は
３
年
以
降
も
続
き
、
無
料

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

質答

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

■
災
害
復
旧
に
備
え
た
申
請
業
務
の
整
備
に
つ
い
て

罹
災
証
明
書
の
判
定
が
厳
し
く
、
発
行
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
！

一
級
建
築
士
が
罹
災
判
定
に
疑
問
の
声
を
上
げ
て
い
た
り
、
パ
ト
リ
ア
の

総
合
支
援
窓
口
で
長
い
時
間
待
つ
も
的
確
な
回
答
が
も
ら
え
ず
何
度
も
足

を
運
ぶ
方
、
対
応
す
る
職
員
に
よ
っ
て
は
満
足
に
回
答
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

審
査
方
法
は
、
目
視
だ
け
で
は
あ
い
ま
い
、
も
っ
と
正
確
に
と
の
声
、
さ
ら
に
は
、

損
傷
箇
所
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、
０
．１
ミ
リ
足
ら
な
い
の
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
、
落
胆
し
た
市
民
も
い
る
。
詳
し
い
審
査
を
望
む
声
が
あ
ふ
れ
て
い
る

中
で
、
災
害
関
連
申
請
業
務
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

被
害
認
定
調
査
は
、
内
閣
府
が
示
す
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
基
準

運
用
指
針
に
基
づ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
申
請
期
限
は
、
法
令

等
に
定
め
た
も
の
は
な
く
、
一
次
調
査
の
申
請
期
限
は
３
か
月
間
延
長
し
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

　

二
次
調
査
の
申
請
期
限
に
つ
い
て
は
、
一
次
調
査
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
と
し
て
い
る
が
、
長
期
間
に
わ
た
り
避
難
や
入
院
し
て

い
た
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
申
請
期
限
内
に
罹
災
証
明
書
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
申
請
窓
口
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
事
情
を
踏
ま
え
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

罹
災
証
明
書
の
判
定
結
果
を
基
に
し
て
い
る
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
や
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
な
ど
、
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
申
請
期
限
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
罹
災
証
明
書
が
必
要
な
方
は
早
め
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問

質答

山花　剛 議員
（無会派）
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12月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第54号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第８号） 可決

議案
第55号

令和６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第２号） 可決

議案
第56号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） 可決

議案
第57号

令和６年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予
算（第３号） 可決

議案
第58号

令和６年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第３号） 可決

議案
第59号 令和６年度七尾市水道事業会計補正予算（第４号） 可決
議案
第60号 令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算（第４号） 可決
議案
第61号 令和６年度七尾市病院事業会計補正予算（第３号） 可決
議案
第62号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第63号

七尾市ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第64号 七尾市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
議案
第65号 指定管理者の指定について 可決
議案
第66号 指定管理者の指定について 可決
議案
第67号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第９号） 可決

議案
第68号

令和６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第３号） 可決

議案
第69号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号） 可決

議案
第70号

令和６年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第４号） 可決

議案
第71号 令和６年度七尾市水道事業会計補正予算（第５号） 可決

議案
第72号

令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算
（第５号） 可決

議 会 議 案 名 採決結果

議会議案
第6号

刑事訴訟法の再審規定の速やかな改正を求める意
見書 可決

議 会 議 案 名 採決結果

同意案
第2号

教育委員会委員の任命について
■石坂　淳 同意

同意案
第3号

人権擁護委員の推薦について
■藤波　博之　　　■原田　浩喜 同意

令和6年度定例会12月会議　採決結果一覧表
■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第73号 令和６年度七尾市病院事業会計補正予算（第４号） 可決

議案
第74号

七尾市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案
第75号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第76号

市長及び副市長給与条例及び教育長の給与、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案
第77号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第78号

七尾市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第79号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第80号 工事請負契約の締結について 可決
議案
第81号 工事請負契約の締結について 可決

報告
第30号

令和６年度七尾市一般会計補正予算（第７号）の専決処
分の報告について 議決不要

議会だより編集の参考にするため、アンケートにご協力をお願いします

　アンケートの所要時間は１分程度（３問）です。
右のＱＲコードからアクセスできます。
　また、アンケートについては、個人情報等の入力
はございませんので、気軽にアンケートへのご協力
をお願いいたします。
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● ● ● お 知 ら せ ● ● ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご
感想をお寄せください。なお、議会の会議録について
は、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図書館等
に備えてあるほか、市のホームページでも閲覧できる
ようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

10月 30日 議会運営委員会
議会見学会（朝日小学校）

31日 石川県後期高齢者医療広域連合議会全員協議
会・定例会（金沢市）

11月 5日 石川県市議会議長会知事要望（金沢市）
6日 全国温泉所在都市議会議長協議会（東京都）
13日 議会見学会（小丸山小学校）

21日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会議員協
議会
のと鉄道運営助成基金事務組合議会定例会

26日 全員協議会
予算決算常任委員会協議会
総務企画常任委員会

27日 能越自動車道七尾区間要望（東京都）
29日 議会運営委員会

12月 3日
～19日 令和6年度定例会12月会議

3日 議会運営委員会

9日 議会運営委員会
10日 全員協議会
12日 議会運営委員会
19日 全員協議会

議員協議会
議会改革特別委員会
議会だより編集委員会

26日 全員協議会
総務企画常任委員会

1月 1日 令和6年能登半島地震・令和６年奥能登豪雨犠
牲者追悼式（輪島市）

6日 議会運営委員会
12日 令和7年七尾市はたちのつどい
15日 議会見学会（田鶴浜小学校）
16日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会
令和6年度定例会1月会議
議会改革特別委員会

七尾市
議会事務局

TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

　能登半島地震から１年が経
ちました。改めてお見舞い申
し上げます。12月会議では
被災者等支援事業をはじめ災
害復旧事業などが盛り込ま

れ、中でも災害公営住宅建設事業費が議案審
査されました。こうした様々な内容を、市民
の皆様へ丁寧にお伝え出来るよう努めてまい
ります。今後の議会だよりをより良くするた
めにも、ぜひ皆様のご意見をお聞かせくださ
い。今後ともよろしくお願いいたします。

編 集
後 記

編集委員　江曽　ゆかり

　11月26日の総務企画常任委員会において、互選により委員長、副委員長が
変更となりました。

常任委員長等の変更

【総務企画常任委員会】　委 員 長　　木　下　美也子　議員
　　　　　　　　　　　　副委員長　　髙　橋　正　浩　議員

　12月19日の議会改革特別委員会において、互選により副委員長が変更とな
りました。

議会改革特別委員会副委員長の変更

【議会改革特別委員会】　副委員長　　和田内　和　美 　議員


